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　敗血症は，最も迅速かつ適切に対処しなければならない疾患の 1つです．徴候を見逃さず正しく

認知し，短時間で適切に検体を採取し，呼吸循環管理や抗菌薬療法を同時並行的に行わなければな

りません．そのためには，個々の技能は無論のこと，チームとしての能力も求められます．また，

予後向上のため，敗血症診療も刻々と変化しています．敗血症診療のエビデンスをまとめたSurviv-

ing Sepsis Campaign Guidelines（SSCG）は，定期的に改訂が重ねられ，2021年10月にSSCG2021が

発表されました．同様に，日本版敗血症診療ガイドライン（J-SSCG）も4年ごとに見直しが行われ，

J-SSCG2020が2021年 2月に出版されています．国際ガイドラインであるSSCGは，経済状況や医療

体制の異なる国々を対象としている一方，J-SSCGは，わが国の医療体制や制度を考慮したガイドラ

インであり，両者で異なる立場のものもあります．われわれは，ガイドラインの推奨の策定根拠，

改訂箇所の背景やその根拠，さらには，SSCGと J-SSCGの立場の違いを十分知ったうえで，対応す

ることが求められます．

　コロナウイルス感染症2019（コロナ2019）は，敗血症診療にも大きな影響を及ぼしました．今で

こそ，コロナ2019に必要な感染対策や個人防護装備は確立していますが，当初は過剰なまでの感染

対策や個人防護装備の装着に時間を取られ，敗血症患者に対する対応に遅れが生じたとされていま

す．現在，コロナ2019は小康期を迎え（2023年4月はじめ現在），5月には感染症法の位置づけが5

類に変更されます．しかし，SARS-CoV-2の感染力が低下したわけではありませんし，今後新たな

変異株が生じないとも限りません．当面は，withコロナ2019で，小児診療に臨まなければならない

でしょう．

　そこで，今回は『小児の敗血症診療up to date』として，小児の敗血症の定義，疫学，病態生理，

診断について，あらためて解説いただくとともに，SSCGと J-SSCG両ガイドラインのポイントや両

者の比較，そして，成人と小児の違いについて，それぞれの専門の先生方に解説いただきました．

また，敗血症診療におけるコロナ2019の影響や今後の診療のあり方，さらには，実際の現場での敗

血症の認知や検査，呼吸循環管理，抗菌薬療法，そしてPICUへの搬送やPICUやNICUでの管理，

チーム教育や予防について，項目を分けてわかりやすく解説いただいています．付録として，小児

の敗血症診療に必要なデータや薬品一覧を掲載していただき，各解説項目ともリンクするようにし

ました．withコロナ2019だからこそ，原点に返って，患者主体の敗血症診療の参考になれば幸いと

考えています．

　最後に，ご多忙のなか，本特集の執筆をご快諾いただきました先生方に，この場をお借りして深

謝申し上げます．
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